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　 　化学教育における 
高大連携の展望

　化学教育とは何か。それは，単に知識や解法を伝える行為ではなく，物質の変化や挙動を原
子・分子レベルで捉え，科学的に考える力を育む活動といえる。生活の中にある現象に「なぜ
だろう」と問いを持ち，実験や理論研究を通じて理解を深める過程を伝えることは，今後期待
される豊かで持続可能な社会と自然の共存に向けた人材育成において大きな意義を持つ。
　筆者が所属する日本化学会東海支部では，それらの活動を支えるべく多様な取り組みを行っ
てきた。高校生研究発表交流会は，生徒が自らの探究を発表し，相互の議論を行うとともに，
大学教員が助言を行う高大連携の実践の場となっている。化学教育討論会と化学教育セミナー
は，教員が授業や実験の工夫を共有し，指導力を高め合う機会となっている。また，2022 年
に始めた大学の不要器具の再利用事業は，限られた予算でなされる中学・高校での化学教育に
おける実験の充実を期待する取り組みである。
　諸方面で述べられているように，AI は急速に発達し，人間の諸活動を強力に支援するもの
となりつつある。中高生への教育での利用は，今後不可避となるAI リテラシーの涵

かん

養
よう

や，AI
と人の共存共栄への早期の意識向上につながるだろう。AI は，探究活動での思考や情報整理
の補助などにも利用できるが，近年の高校生研究発表交流会で利活用したと回答した生徒はご
く少数であった。この結果は，発表会という場における，公平性の欠如を懸念してのことかも
しれない。
　2024 年 12 月に文部科学省が改訂・公表した「初等中等教育段階における生成AI の利活用
に関するガイドライン（Ver. 2.0）」では，制限的な使用についての記述が削除されて活用の幅
が広がり，適切な指導の下での利用が推奨されている。中高生がAI に慣れ親しむことは，探
究の幅を広げ，研究の現場とつながる契機ともなる。一方で，過度に依存すれば，思考や理解
の表層化を招く懸念がある。無論，様々な世界情勢や開発競争の中で，その時勢での種々の障
壁が生じるであろうが，化学教育におけるAI 導入実践については，グローバルな視点で将来
の人間とAI の共存を見据えつつ，問いを広げ，思考の整理を補助するものとして，中等教育
から高等教育へと，自ら考える力を伸ばすことを中心に据えた教育の中で進められるべきと考
える。
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